
令和７年度 愛媛から「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「交流の家通学合宿～楽しく学ぼうＳＤＧｓ～ 」 

この事業は公益財団法人桝山教育振興会の助成を受けて開催しました。 

 

１ 事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の目的(ねらい) 

 家庭から離れた共同生活の中での生活体験活動を通して、子どもたちの自主性や協調性、耐性等

の「生きる力」の基盤となる豊かな人間性やコミュニケーション能力を高めるとともに、基本的生活

習慣の定着や規範意識の向上を図る。また、SDGsの観点に立った体験活動を通して、地球環境の保全

や持続可能な社会への関心を高め、日常生活の中でSDGsを意識し行動する心情や態度を育てる。 

 

３ 企画のポイント 

長期間の共同生活をすることにより、望ましい生活習慣を身に付け、家庭でも「早寝、早起き、朝

ごはん」の生活習慣や自分のことは自分ですること、家族の一員としてお手伝いをするなどの生活が

できると考えられる。また、SDGs の観点に立った体験活動を通して、地球環境の保全や持続可能な社

会への関心を高め、日常生活の中で SDGs を意識し行動する心情や態度を育み、学校・学年を超えた仲

間づくりができると考えられる。特に本年度は婦人会との夕食会を設定し、地域との連携を重視する

と共に、郷土料理を通して地域を大切にする心情を育てられるようにした。 

 

４  主   催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立大洲青少年交流の家 

５ 期   日 令和８年２月 23 日（月・祝）～28 日（土） 

※保護者対象事前説明会２月 14 日（土）14:00～実施 

６  場    所 国立大洲青少年交流の家  

７  後    援 大洲市教育委員会 

８  参 加 人 数  大洲市立喜多小学校16名（４年生１名・５年生１名・６年生14名） 

大洲市立平小学校９名（４年生７名・６年生２名）  

（募集人数24名・応募25名） 

９ 日   程                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生ボランティアや地域の高校生・婦人会・団体など様々な人との出

会いの中で、参加した小学生は、異なる学校・学年で構成された班で協力

して生活を行った。６日間、交流の家で共に過ごし、豊かな人間性やコミ

ュニケーション力、基本的生活習慣、規範意識、SDGs を意識しながら行動

する態度を身に付けていった。 
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10 活動内容  

「野外炊飯」 

 初日は、野外炊飯（カレーライス作り）を行った。自然環境館の調理

室と屋外を利用し、家庭での実践へとつなげるため、各班で役割分担を

決め、手際よく作業を行った。仲間と協力することで、短時間でおいし

いカレーを作ることができた。また、片付けを進んで行う児童もおり、

自分の役割について考えるきっかけとなった。 

 

「登校・下校（平日）」 

 登校は、交流の家のバスを利用した。バスには、ボランティアスタッ

フも乗車し、各学校の校門まで見送りをした。また、各学年の下校時間

に合わせて迎えに行った。バスの中では、学校であった出来事を楽しく

話すなど盛り上がった。 

 

「ニュースポーツ」 

 普段学校では体験できないニュースポーツを参加者全員と行った。SDG

ｓの 17 項目から、スポーツに関係ありそうな内容を考えさせると、「平

等」や「公平」といった内容が上がり、一人一人がその項目を意識しな

がら楽しくチームワークを深めた。 

 

「木蝋石鹸作り」  

 大洲農業高等学校の教諭福見優心氏の指導の下、木蝋石鹸作りを行っ

た。また、高校生も補助として加わり、地域の資源を活用する大切さに

ついて分かりやすく説明をしていただいた。参加者は、芭蕉和紙や木蝋

について学習を行った後、地元の高校生と楽しく木蝋石鹸作りを楽しみ、

作品を制作することができた。 

 

「夕食会企画・夕食会」  

 ５日目にお世話になる婦人会の方へ感謝の気持ちを伝える内容につい

て３日目に話し合った。限られた時間の中、手紙のプレゼントや劇の発

表等、各チーム限られた時間の中で意見をまとめ、当日までの空き時間

を利用し、準備や練習などに充てた。 

 夕食会では、南久米地区婦人会９名の方が来所し、「伊予さつま」等の

郷土料理をふるまっていただいた。子供たちも調理の一部や盛り付けを

手伝い、会話や準備していた出し物で、夕食会は大いに賑わった。 

 

「ドローン体験」 

 コミスクえひめの寺坂氏によるドローン体験を行った。ドローンの操

縦が初めての児童いたが、講師の方の丁寧な説明で不安感なく取り組む

ことができていた。マグネットを付けたドローンで床に広げられた SDGs

カードを釣るという形式の活動で、カードが飛び散らないように高さを

コントロールしながら一生懸命に取り組む姿が見られた。 

 

「食事・生活の様子」 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 参加者の声  

参加者の事後アンケートの結果【小学生】 

＊満足：87.5％  ＊やや満足：12.5％  ＊やや不満：0.0％  ＊不満：0.0％ 

○ 同じ中学校になる友達と仲を深めることができ、楽しかったし、勉強にも集中できた。 

○ 初めての人ばかりだったので意見を出しにくかったが、みんなが優しく、意見を出しても何も

なかったからちゃんと発言できるようになった。 

○ 規則正しい生活をすることで、体調もめちゃくちゃ安定して元気に過ごせたし、みんなと協力

して時間を作ることで、みんなと遊ぶことができ、より仲良くなれた。 

○ 普段の生活でも、SDGｓを少し意識するだけで誰かのためになることがわかった。 

 

12 成果と課題 

【成果】 

 過密なスケジュールではあったが、大学生ボランティアの的確な指示や言葉掛けにより、最終日に

は予定時刻を上回るペースで参加者はスケジュールをこなし、基本的な生活習慣や規範意識を身につ

けていった。班の中でのコミュニケーションも量、質ともに日々向上し、豊かな人間性やコミュニケ

ーション力についても目標を達成することができた。SDGｓについては、特別なことをするのではな

く、日常の至る所に自分でもできることを発見し、それらに取り組む姿勢を身につけていくことがで

きたと考える。 

【課題】 

 朝のスケジュールがどうしても過密になってしまい、排便に苦労する参加者が多かった。起床時刻

を早めて、朝のゆとりを確保する等次年度検討する必要がある。 

（担当：企画指導専門職 有木園和志） 


